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〔特発性肺線維症での SP-A と生命予後の研究論文のお知らせ〕 

 
当社が開発中のPC-SODは、潰瘍性大腸炎及び特発性間質性肺炎を適応症として、第II

相試験までを実施・終了いたしておりますが、特発性間質性肺炎の多くを占める特発性

肺線維症に関し、新たな知見の論文が、肺疾患の分野で非常に評価の高い国際科学誌

「CHEST」へ掲載されていますのでお知らせします。 
 
当該論文では、肺炎のバイオマーカーである血清SP-A濃度が患者様の生命予後に関わ

っており、SP-Aの濃度により1年後の生存率に差があると報告されています。これまでこ

の疾患では予後を表すものとして肺活量(または努力肺活量)が一般的に使用されていま

したが、この論文により新たにSP-A濃度も評価指標として認められる可能性が出て参り

ました。 
 
当社の研究開発におきましても、PS-SODを投与した場合としていない場合で、血清

SP-A濃度に有意な差が認められており、今後の同論文報告に関連する情報等を注視して

いくとともに、特発性間質性肺炎でのPC-SODの更なる開発を推進して参る所存です。 
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